インド北東部の季節内変動について by 村田, 文絵 et al.
Titleインド北東部の季節内変動について









村田 文絵 (高知大学 理学部)
寺尾 徹 (香川大学 教育学部)
藤波 初木 (名古屋大学 宇宙地球環境研究所)
林 泰一 (京都大学 東南アジア研究所)
浅田 晴久 (奈良女子大学 文学部)
松本 淳 (首都大学東京)










































セット (Yatagai et al. 2012)と比較した。海上も含む
対流活動と比較するために 1979-2005年のOLRデー

































































































図 2: (a)200hPa及び (b)850hPaにおける流線関数 (シェード, 106m2s−1)と風 (ベクトル, ms−1)の気候値
からの偏差のコンポジット。(c)OLR偏差のコンポジット (Wm−2)。(d)鉛直積算水蒸気フラックス (ベク
トル, kg m−1s−1)とその発散 (10−4kg m−2s−1)の偏差のコンポジット。ハッチは有意水準 5%で統計的に
有意な領域を示す。ベクトルは有意水準 5%で統計的に有意なもののみ示す。
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図 3: 図 2bと同じ 850hPaの流線関数と風の気候値からの偏差のコンポジット。チェラプンンジ活発期オン
セット日の 2日前におけるそれぞれ活発期の長さが (a)3日, (b)5日, (c)7日のもの。(d)-(f)はチェラプン
ジ活発期のオンセット日。(g)-(i)はチェラプンジ活発期のオンセット日の 2日後。ハッチは有意水準 5%で
統計的に有意な領域を示す。ベクトルは有意水準 5%で統計的に有意なもののみ示す。
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